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上
郡
町
内
の
生
コ
ン
工
場

産
廃
汚
泥
を「
不
法
投
棄

産
廃
汚
泥
を「
不
法
投
棄
」」

現
場
か
ら
六
価
ク
ロ
ム
検
出

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生

介
護
福
祉
士
に
合
格

奨
学
金
制
度
活
用
し
来
日

　

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場

で
排
出
さ
れ
た
汚
泥
を
適

正
に
処
理
・
処
分
せ
ず
、

工
場
敷
地
内
に
堆
積
し
て

い
た
と
し
て
、
兵
庫
県
が

産
業
廃
棄
物
の
「
不
法
投

棄
」
事
案
と
し
て
事
業
者

を
指
導
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
事
業
者
が
実

施
し
た
土
壌
検
査
で
現
場

か
ら
有
害
物
質
の
六
価
ク

ロ
ム
が
検
出
さ
れ
た
が
、

県
は
「
基
準
値
以
下
で
、

現
時
点
で
周
辺
環
境
へ
の

影
響
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
」と
し
て
い
る
。

　

指
導
を
受
け
た
の
は
、

建
設
土
木
会
社
「
播
磨
土

建
工
業
」（
江
見
治
社
長
、

本
社
・
上
郡
町
井
上
）。西

播
磨
県
民
局
環
境
課
に
よ

る
と
、
今
年
３
月
に
「
産

廃
を
不
法
処
分
し
て
い

る
」
と
の
通
報
が
あ
り
、

　

介
護
職
と
し
て
の
技
能

を
身
に
つ
け
よ
う
と
ベ
ト

ナ
ム
か
ら
来
日
し
て
赤
穂

市
内
で
暮
ら
す
男
子
留
学

生
が
介
護
福
祉
士
の
国
家

試
験
に
合
格
。
こ
の
ほ
ど

念
願
の
登
録
証
が
届
い

た
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
出
身
の
グ

エ
ン
・
ク
オ
ン
・
フ
ァ
ム

さ
ん（
２１
）は
２
０
２
０
年

３
月
、
医
療
法
人
伯
鳳
会

の
奨
学
金
制
度
を
利
用
し

て
日
本
に
留
学
し
た
。
姫

路
市
内
の
外
国
人
向
け
日

本
語
学
校
で
１
年
間
学
ん

で
か
ら
姫
路
福
祉
保
育
専

門
学
校
に
入
学
。
平
日
に

学
校
へ
通
い
、
週
末
は
同

法
人
の
高
齢
者
福
祉
施
設

で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
生
活

で
日
々
の
勉
強
を
頑
張
っ

て
き
た
。
今
年
１
月
に
介

護
福
祉
士
試
験
に
初
挑

戦
。介
護
や
医
療
的
ケ
ア
、

認
知
症
な
ど
１３
分
野
の
合

計
１
２
５
問
が
す
べ
て
日

本
語
で
出
題
さ
れ
る
試
験

に
一
発
で
合
格
し
た
。

　

両
親
が
仕
事
で
忙
し

く
、
幼
少
期
の
こ
ろ
は
祖

母
に
世
話
し
て
も
ら
う
こ

と
が
多
か
っ
た
。「
お
年
寄

り
に
大
切
に
し
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

高
齢
者
世
帯
を
慰
問
し
て

　 　

同
町
釜
島
の
同
社
工
場
を

立
ち
入
り
調
査
し
た
結

果
、
生
コ
ン
運
搬
車
を
洗

浄
し
た
際
な
ど
に
出
る
汚

泥
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ

ッ
ジ
）
を
敷
地
内
で
野
ざ

ら
し
に
し
、
上
か
ら
別
の

土
を
か
ぶ
せ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
と
い
う
。

　

指
導
を
受
け
て
同
社
が

県
へ
提
出
し
た
報
告
書
で

は
、
汚
泥
を
工
場
敷
地
内

に
堆
積
し
た
の
は
「
数
年

前
」
か
ら
で
、
か
ぶ
せ
た

土
砂
を
含
め
て
総
量
は

「
約
３
５
０
０
立
方
㍍
」

と
さ
れ
て
い
る
。
江
見
社

長
は
赤
穂
民
報
の
取
材
に

「
中
間
処
理
す
る
ま
で
の

間
、
仮
置
き
し
て
い
た
だ

け
」
と
し
て
不
法
投
棄
を

否
定
し
た
も
の
の
、「（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ッ
ジ

は
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
ら

だ
と
考
え
て
い
た
。
法
律

を
誤
解
し
て
い
た
」と
も

話
し
て
お
り
、工
場
開
設

当
初
か
ら
常
習
的
に
不
適

正
な
処
分
を
行
っ
て
い
た

と
も
疑
わ
れ
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ッ

ジ
は
強
ア
ル
カ
リ
性
の
産

業
廃
棄
物
。
ま
た
、
高
含

水
の
状
態
が
続
く
と
コ
ン

ク
リ
ー
ト
原
料
の
セ
メ
ン

ト
に
含
ま
れ
る
六
価
ク
ロ

ム
が
溶
出
す
る
た
め
脱
水

固
化
な
ど
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
か
、
最
終
処
分
場

に
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
業
界
関
係
者
の
話

で
は
、
１
㌧
当
た
り
の
費

用
は
中
間
処
理
で
６
０
０

０
円
〜
１
万
５
０
０
０
円

程
度
、
最
終
処
分
だ
と
３

万
円
〜
３
万
５
０
０
０
円

程
度
が
か
か
る
と
い
う
。

　

同
社
は
県
の
指
導
を
受

料
理
を
作
っ
た
り
掃
除
を

し
た
り
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
高
校
時
代
の
３

年
間
続
け
た
。
元
々
ア
ニ

メ
を
通
じ
て
好
感
を
持
っ

て
い
た
日
本
で
高
齢
者
福

祉
の
分
野
で
も
外
国
人
労

働
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
留
学
制
度

に
応
募
し
た
と
い
う
。

　

合
格
発
表
に
自
分
の
受

験
番
号
を
見
つ
け
た
と
き

は
「
う
れ
し
す
ぎ
て
、
ご

飯
が
の
ど
を
通
ら
な
か
っ

た
」。
す
ぐ
に
両
親
に
電

話
し
て
報
告
す
る
と
、
母

か
ら
「
よ
く
頑
張
っ
た

ね
」
と
ほ
め
ら
れ
、
父
は

泣
い
て
喜
ん
で
く
れ
た
。

少
し
で
も
心
配
を
掛
け
な

い
よ
う
に
と
、
今
も
毎
晩

寝
る
前
に
電
話
で
元
気
な

声
を
聞
か
せ
る
こ
と
を
欠

か
さ
な
い
。

　

今
春
晴
れ
て
片
浜
町
の

介
護
老
人
保
健
施
設
「
伯

鳳
会
プ
ラ
ザ
」に
就
職
。

「
新
人
研
修
中
」と
文
字
の

入
っ
た
名
札
を
つ
け
、
仕

事
の
基
本
を
覚
え
る
毎
日

だ
。「
覚
え
る
こ
と
が
多

く
て
大
変
」
と
話
す
が
、

誰
と
で
も
ほ
が
ら
か
に
接

す
る
フ
ァ
ム
さ
ん
の
明
る

い
人
柄
は
利
用
者
か
ら
も

先
輩
職
員
か
ら
も
人
気

で
、
施
設
の
ア
イ
ド
ル
的

存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
利
用
者
の
み
な
さ
ん

が
楽
し
く
な
っ
て
く
れ
た

ら
、
僕
も
め
っ
ち
ゃ
う
れ

し
い
」
と
や
り
が
い
を
話

す
フ
ァ
ム
さ
ん
。「
僕
は

一
人
っ
子
な
の
で
、
い
つ

か
は
両
親
の
元
へ
帰
る
と

思
い
ま
す
け
ど
、
で
き
る

だ
け
日
本
で
長
く
介
護
の

仕
事
を
し
た
い
で
す
」
と

希
望
し
て
い
る
。

　

勤
務
先
に
近
い
ア
パ
ー

ト
で
一
人
暮
ら
し
。
食
事

は
自
炊
で
、
昼
食
も
朝
作

っ
た
弁
当
を
持
参
す
る
。

指
導
す
る
大
田
み
ち
え
施

設
長
代
行
は
「
ち
ょ
う
ど

自
分
の
息
子
世
代
と
近
く

て
、
親
の
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
。
言
葉
の
壁
、
文

化
の
違
い
を
乗
り
越
え
て

『
人
の
た
め
に
働
き
た

い
』
と
い
う
志
が
す
ば
ら

し
い
。
そ
の
思
い
を
胸
に

頑
張
れ
ば
、
自
然
と
技
術

と
知
識
が
つ
い
て
く
る
」

と
見
守
っ
て
い
る
。

　

同
法
人
は
介
護
福
祉
士

を
目
指
す
外
国
人
留
学
生

の
受
け
入
れ
を
２
０
２
０

年
か
ら
始
め
、
学
費
や
実

習
費
な
ど
を
全
額
負
担
。

奨
学
金
を
貸
与
し
た
期
間

指
定
施
設
に
就
業
す
れ
ば

返
還
を
免
除
し
て
い
る
。

（
写
真
上
は
介
護
福
祉
士

の
国
家
試
験
に
合
格
し
、

念
願
の
登
録
証
を
手
に
笑

顔
の
グ
エ
ン
・
ク
オ
ン
・

フ
ァ
ム
さ
ん
。
同
右
は
利

用
者
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に

接
す
る
フ
ァ
ム
さ
ん
）

㌘
、
汚
泥
除
去
後
の
素
掘

り
穴
の
底
の
部
分
か
ら
同

０
・
０２
㍉
㌘
が
検
出
さ
れ

た
と
い
う
。
工
場
は
千
種

川
と
高
田
川
に
挟
ま
れ
た

位
置
に
あ
り
、
敷
地
に
降

っ
た
雨
水
が
河
川
に
流
出

し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

県
は
「
環
境
基
準
（
０
・

０５
㍉
㌘
）
は
下
回
っ
て
お

り
、
現
時
点
で
周
辺
環
境

へ
の
影
響
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
」
と
し
、「
県
独
自

で
環
境
調
査
を
行
う
予
定

は
な
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
る
と
、
同
社
は
１
９
２

４
年
創
立
。
釜
島
の
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
場
は
６５
年

に
操
業
開
始
し
、
２
０
０

７
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
認
証
を
取

得
し
た
。
４
年
前
に
は
県

発
注
の
唐
船
海
岸
環
境
整

備
工
事
で
発
生
し
た
残
土

を
違
法
に
処
分
し
た
子
会

社
が
、
県
の
入
札
参
加
資

格
を
３
年
間
停
止
さ
れ
る

行
政
処
分
を
受
け
た
。

（
写
真
上
は
産
業
廃
棄
物

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ッ

ジ
を
「
不
法
投
棄
」
し
て

い
た
播
磨
土
建
工
業
の
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
。
同

下
は
播
磨
土
建
工
業
の
本

社
。「
産
廃
反
対
」
と
書

か
れ
た
横
断
幕
や
の
ぼ
り

が
掲
出
さ
れ
て
い
る
）

で
え
し
ょ
ん
祭
り

開
催
終
了
を
決
定

　

市
民
有
志
の
協
議
会
と

実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
き
た
創
作
踊
り

イ
ベ
ン
ト
「
赤
穂
で
え
し

ょ
ん
祭
り
」
が
２
０
１
９

年
の
開
催
を
も
っ
て
終
了

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

００
年
に
赤
穂
青
年
会
議

所
（
Ｊ
Ｃ
）
が
創
作
音
頭

「
で
え
し
ょ
ん
」
を
制
作

し
た
の
を
契
機
に
、
０４
年

に
赤
穂
城
跡
公
園
花
見
広

場
と
お
城
通
り
を
会
場
に

第
１
回
が
開
催
。
１１
回
か

ら
は
メ
イ
ン
会
場
を
赤
穂

海
浜
公
園
に
移
し
、
最
も

多
い
と
き
に
は
県
内
外
か

ら
７０
を
超
え
る
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
な
ど
に
ぎ
わ
っ

た
が
、
２０
年
以
降
は
コ
ロ

ナ
禍
で
開
催
中
止
が
続
い

て
い
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、

「
祭
り
開
催
予
算
の
確
保

が
困
難
」
と
な
り
、
今
年

５
月
の
協
議
会
総
会
で

「
終
了
」
を
決
定
し
た
。

今
秋
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
開
催

を
望
む
声
も
あ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
各
地

の
創
作
踊
り
の
チ
ー
ム
が

解
散
し
た
こ
と
も
響
き
、

断
念
し
た
と
い
う
。

大
津
の
酪
農
牧
場

堆
肥
保
管
庫

の
建
設
計
画

　

大
津
地
区
（
地
番
は
西

有
年
）
で
今
年
３
月
に
開

業
し
た
酪
農
牧
場
で
、
牛

糞
を
活
用
し
た
堆
肥
生
産

の
た
め
の
調
整
保
管
庫
の

整
備
計
画
が
進
ん
で
い

る
。

　

牧
場
を
経
営
す
る
「
丸

尾
牧
場
」
を
中
心
に
赤
穂

け
た
改
善
計
画
の
一
環
で

今
年
５
月
に
水
切
り
設
備

を
導
入
し
た
が
、
そ
れ
以

前
は
沈
殿
用
プ
ー
ル
に
入

り
き
ら
な
か
っ
た
汚
泥
を

素
掘
り
の
穴
に
入
れ
て
乾

燥
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

同
課
に
よ
る
と
、
同
社

が
実
施
し
た
六
価
ク
ロ
ム

の
溶
出
量
検
査
で
、
素
掘

り
の
穴
に
あ
っ
た
汚
泥
か

ら
１
㍑
当
た
り
０
・
０４
㍉

市
と
光
都
農
林
事
務
所
、

Ｊ
Ａ
兵
庫
西
な
ど
で
構
成

す
る
「
赤
穂
市
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
協
議
会
」（
溝
田

泰
司
会
長
）
が
事
業
実
施

主
体
と
な
り
、
牧
場
敷
地

内
西
寄
り
に
平
屋
建
て
約

１
５
６
０
平
方
㍍
の
保
管

庫
を
建
設
す
る
計
画
。
牧

場
内
で
発
生
し
た
牛
糞
を

搬
入
し
、
送
風
し
て
含
水

量
を
調
整
す
る
ほ
か
、
副

資
材
と
し
て
木
炭
や
コ
ー

ヒ
ー
の
絞
り
か
す
を
混
ぜ

合
わ
せ
、「
安
定
し
た
成

分
・
品
質
で
付
加
価
値
の

あ
る
堆
肥
を
年
間
を
通
じ

て
生
産
」
で
き
る
と
し
て

い
る
。

　

総
事
業
費
約
１
億
７
４

０
０
万
円
の
う
ち
６
２
５

０
万
円
を
国
の
「
畜
産
・

土
づ
く
り
施
設
等
導
入
支

援
事
業
」
と
し
て
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
内
定
。
今

後
、
よ
り
具
体
的
な
計
画

の
策
定
を
進
め
、
今
年
度

中
の
完
成
を
目
指
す
。
年

間
最
大
で
約
３
０
０
０
㌧

の
堆
肥
生
産
を
見
込
む
。

　

市
に
よ
る
と
、
同
牧
場

を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
年
５

月
に
「
大
津
、
新
田
の
あ

た
り
で
臭
い
が
す
る
」
と

匿
名
の
通
報
が
あ
っ
た
と

い
う
。
協
議
会
は
「
保
管

庫
で
送
風
や
副
資
材
に
よ

る
調
整
を
行
う
こ
と
で
臭

気
を
よ
り
抑
え
る
効
果
が

期
待
で
き
る
。
必
要
に
応

じ
て
地
元
説
明
の
機
会
を

開
き
た
い
」と
し
て
い
る
。
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時
。
時
給
９
６
０
円
。
土

日
祝
、
年
末
年
始
、
Ｇ
Ｗ

・
お
盆
働
け
る
方
に
限
り

ま
す
。
３０
～
６０
歳
代
の
女

性
活
躍
の
職
場
で
す
。
高

校
生
・
学
生
不
可
。
出
勤

日
数
・
時
間
は
応
相
談
。

土
日
勤
務
で
き
る
方
歓

迎
。
交
通
費
規
定
に
よ
り

支
給
。
制
服
貸
与
。
4
時

間
以
上
の
勤
務
は
休
憩
あ

り
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。「
赤
穂
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
加
里
屋
中

洲
☎
4２
・
１
０
０
１
（
担

当
／
北
島
）

　

▼
行
方
不
明
の
猫
を
捜

し
て
い
ま
す
＝
茶
色
の
キ

ジ
ト
ラ
の
雑
種
。オ
ス（
去

勢
済
み
）１０
歳
で
名
前
は

「
く
ら
の
す
け
」。
５
月
２５

日
早
朝
に
中
広
の
永
應
寺

付
近
か
ら
行
方
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。首

輪
は
緑
色
に
白
の
唐
草
模

様
。大
き
な
耳
、先
が
か
ぎ

状
に
曲
が
っ
た
少
し
短
い

し
っ
ぽ
が
特
徴
。☎
０
８

０
・
３
８
３
７
・
０
６
１
４

（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
オ
フ
ィ

ス
・
ヒ
ナ
セ
）

　

▼
子
猫
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
＝
５
月
２
日
生
ま

れ
の
黒
猫
が
３
匹
い
ま

す
。性
別
は
ま
だ
わ
か
り

ま
せ
ん
。詳
し
い
こ
と
は

お
電
話
で
。☎
０
９
０
・
７

３
５
２
・
６
８
４
０（
１０
～

２１
時
）

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
4２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　

▽
１８
日
＝
岩
谷
内
科

（
尾
崎
３
１
４
３
の
５4
）

☎
4５
・
２
８
８
８

客
室
清
掃
／
９
～
１５
時
。

１
０
０
０
円
～
④
施
設
管

理
／
９
～
１５
時
。１
０
０

０
円
～
◎
未
経
験
者
Ｏ

Ｋ
。日
数
、時
間
と
も
に
要

相
談
。「
呑
海
楼
」御
崎
１

３
１
☎
4２
・
６
６
０
１

　

▼
旅
館「
対
鴎
舘
」＝
○

配
膳
ス
タ
ッ
フ
／
１4
時
半

～
２１
時
。時
給
１
１
０
０

円
○
他
の
業
務
も
必
要
に

応
じ
て
採
用
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。御
崎
☎
4２
・
２

６
８
１

　

▼
配
達
さ
ん
募
集
＝
毎

朝
Ａ
Ｍ
２
時
か
ら
１
～

２
時
間
半
程
度
。地
区（
加

里
屋
方
面
・
塩
屋
磯
浜
方

面
）。配
達
料
６
～
１4
万

円（
部
数
に
よ
り
ま
す
）。

「
神
戸
新
聞
赤
穂
専
売
所
」

加
里
屋
☎
4３
・
５
７
０
０

　

▼
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
作

業
員
＝
正
社
員
月
給
２7
万

円
～
＋
残
業
手
当
。
土
日

祝
休
み
。
西
浜
北
町
の
工

場
内
勤
務
で
８
時
～
１９
時

の
間
で
実
働
８
時
間
の
シ

フ
ト
制（
日
勤
の
み
）。
残

業
少
な
目
。
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
で
雑
貨
品
の
入
出
荷

作
業
。
リ
ー
チ
・
カ
ウ
ン

タ
ー
両
方
可
。
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
免
許
と
経
験
要
。

「
四
国
合
同
通
運
㈱
」
☎

０
９
０
・
１
５
７
０
・
１

７
４
６
（
井
内
）

　

▼
急
募
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
＝
午
前
６
時
半
～

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
4２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２4
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
4５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
4２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
4３
・
３
９
３
９

　

▼
洗
車
機
プ
リ
カ
発
売

中
＝
大
好
評
ガ
ソ
リ
ン
付

き
５
０
０
０
円
。数
量
限

定
で
す
の
で
お
早
め
に
○

車
検
好
評
受
付
中
。代
車
、

見
積
も
り
無
料
。軽
な
ら

３
９
６
８
０
円
か
ら
。満

期
日
ギ
リ
ギ
リ
で
す
と
予

約
が
取
り
に
く
い
の
で
お

早
め
の
ご
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。中
古
車
販
売
、新

車
も
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

絶
対
お
得
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員

も
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。ガ
ソ
リ

ン
最
安
、オ
イ
ル
交
換
２

回
無
料
、車
検
割
引
な
ど

特
典
い
っ
ぱ
い
で
年
会
費

１
５
０
０
円
。お
気
軽
に

ス
タ
ッ
フ
ま
で
。ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」オ
ー
ト
バ
ッ

ク
ス
さ
ん
前
☎
4６
・
３
１

７
７

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
4３
・
４
７
４
５

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
4２
・
５
０
７
７

　

▼
餃
子
屋
か
ら
の
お
知

ら
せ
＝
冷
凍
餃
子
の
自
動

販
売
機
を
設
置
し
ま
し

た
。急
速
冷
凍
で
す
か
ら

生
の
美
味
し
さ
そ
の
ま

ま
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。ま
た
店
頭
で
は
、こ
れ

ま
で
通
り
生
餃
子
も
販
売

し
て
お
り
ま
す
。鷏
和
１

１
２
０
☎
4５
・
０
０
６
４

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
で
国
か
ら

補
助
金
が
も
ら
え
ま
す
。

補
助
対
象
機
種
や
お
見
積

等
、お
問
合
せ
は
当
店
ま

で
。エ
ア
コ
ン
取
付
、移

設
。そ
の
他
お
家
の
お
困

第２５１１号　　２０２３年（令和 ５年）６月１７日

休
日
急
患
診
療
医

　 　

市
民
ガ
イ
ド

市
民
福
祉
講
座

加
藤
茶
さ
ん
妻
の

綾
菜
さ
ん
も
講
師

　

赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議

会
は
７
月
１５
日（
土
）か
ら

３
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
く
第

３８
回
市
民
福
祉
講
座
の
受

講
者
を
募
集
す
る
。
初
回

の
講
師
に
「
ザ
・
ド
リ
フ

タ
ー
ズ
」
加
藤
茶
さ
ん
の

妻
で
タ
レ
ン
ト
の
加
藤
綾

菜
さ
ん
を
招
く
。

　

綾
菜
さ
ん
は
２
０
１
１

年
に
4５
歳
年
上
の
加
藤
茶

さ
ん
と
結
婚
。「
財
産
目

当
て
」
な
ど
と
受
け
た
誹

謗
中
傷
に
耐
え
、
結
婚
１２

年
目
を
迎
え
た
綾
菜
さ
ん

が
「
4５
歳
差
で
気
づ
い
た

こ
と
と
は
？
～
今
だ
か
ら

分
か
る
夫
婦
の
絆
～
」
と

題
し
て
語
る
。

　

中
広
の
市
総
合
福
祉
会

館
で
午
後
１
時
半
～
３
時

半
。
受
講
料
１
０
０
０

円
。
７
月
１０
日（
月
）ま
で

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
申
し
込
み
を
受
け
付

け
、
定
員
１
２
０
人
に
な

り
次
第
締
め
切
る
（
市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
者
を

優
先
）。
☎
4２
・
１
３
９

７
。
第
２
回
以
降
も
会
場

と
時
間
は
同
じ
。
日
程
と

内
容
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
第
２
回（
７
月
２２
日
）

＝
「
災
害
の
日
常
化
～
他

人
事
で
は
な
く
自
分
事
と

し
て
考
え
る
防
災
～
」
濱

口
和
久
氏
（
拓
殖
大
学
大

学
院
地
方
政
治
行
政
研
究

科
特
任
教
授
・
防
災
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

　

▽
第
３
回（
７
月
２９
日
）

＝
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

現
状
と
必
要
な
支
援
～

今
、
地
域
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
る
～
」
濱
島
淑
惠

氏
（
大
阪
公
立
大
学
現
代

シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
准

教
授
）

コ
ン
セ
ル
・
ヌ
ー
ボ

６
月
１８
日
に

定
期
演
奏
会

　

赤
穂
演
奏
家
協
会
「
コ

ン
セ
ル
・
ヌ
ー
ボ
」（
小

川
真
澄
代
表
）
の
第
３９
回

定
期
演
奏
会
が
６
月
１８
日

（
日
）、
中
広
の
赤
穂
化
成

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
る
。

　

赤
穂
市
在
住
ま
た
は
出

身
の
音
楽
大
学
卒
業
者
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
声
楽

と
ピ
ア
ノ
の
計
１０
人
に
加

え
、
チ
ェ
ロ
や
フ
ル
ー
ト

な
ど
３
人
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
ウ
エ
ー
バ
ー
「
ピ
ア

ノ
、
フ
ル
ー
ト
と
チ
ェ
ロ

の
た
め
の
三
重
奏
曲　

ト

短
調
Ｏ
ｐ
．
６３
よ
り
」、

中
田
喜
直
「
六
つ
の
子
供

の
歌
」
よ
り
な
ど
を
演
奏

す
る
。

　

大
ホ
ー
ル
で
午
後
１
時

半
開
場
、
２
時
開
演
。
全

席
自
由
１
２
０
０
円
（
前

売
１
０
０
０
円
）。☎
4３
・

７
４
４
６（
小
川
代
表
）。

フ
ァ
ミ
マ
加
里
屋
中
洲
店

詐
欺
気
付
き
被
害
防
止

赤
穂
署
長
か
ら
感
謝
状

　

特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然

に
防
い
だ
と
し
て
、
赤
穂

署
（
堀
井
昭
彦
署
長
）
は

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
赤

穂
加
里
屋
中
洲
店
」
の
引

本
寿す

美み

店
長（
５7
）＝
中
広

＝
に
署
長
感
謝
状
を
贈
っ

た
。

　

引
本
店
長
は
今
年
４
月

１９
日
、
来
店
し
た
８０
代
男

性
客
が
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー

ド
の
使
用
方
法
を
知
ら
な

い
状
態
で
３
万
円
分
の
購

入
を
申
し
出
た
の
を
不
審

に
思
い
、
購
入
理
由
を
確

認
。
話
の
内
容
か
ら
詐
欺

を
疑
い
、
警
察
に
通
報
し

た
。
通
報
を
受
け
て
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
た
警
察
官

が
、
別
の
コ
ン
ビ
ニ
店
で

カ
ー
ド
を
購
入
し
よ
う
と

し
て
い
た
男
性
客
を
見
つ

け
、
被
害
を
食
い
止
め

た
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
男
性

客
は
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ

た
「
外
国
人
女
性
」
を
名

乗
る
人
物
か
ら
「
来
日
す

る
た
め
の
飛
行
機
代
が
足

り
な
い
」
な
ど
と
連
絡
を

受
け
、
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー

ド
を
購
入
す
る
よ
う
に
要

求
さ
れ
た
と
い
う
。

　

「
話
を
聞
い
て
お
客
様

に
『
こ
れ
は
き
っ
と
詐
欺

で
す
よ
』
と
申
し
上
げ
ま

し
た
。
う
ち
の
店
で
の
購

入
は
あ
き
ら
め
て
帰
ら
れ

ま
し
た
が
、『
別
の
店
で

買
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ

な
い
』
と
思
い
、
警
察
に

通
報
し
ま
し
た
」
と
引
本

店
長
。
詐
欺
が
疑
わ
れ
る

ケ
ー
ス
で
客
を
説
得
す
る

こ
と
が
「
月
に
一
度
く
ら

い
」
は
あ
る
と
い
い
、

「
こ
れ
か
ら
も
従
業
員
一

同
、
お
客
様
が
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
努
め
た

い
」
と
話
し
た
。（
写
真

は
特
殊
詐
欺
被
害
を
防

ぎ
、
堀
井
昭
彦
署
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
赤
穂
加

里
屋
中
洲
店
」
の
引
本
寿

美
店
長
）

公
然
わ
い
せ
つ
容
疑

大
津
の
無
職
男

現
行
犯
で
逮
捕

　

赤
穂
署
は
６
月
１０
日
、

赤
穂
市
大
津
の
無
職
の
男

（
５０
）を
公
然
わ
い
せ
つ
容

疑
で
現
行
犯
逮
捕
し
た
。

　

逮
捕
容
疑
は
同
日
午
後

４
時
過
ぎ
、
同
市
加
里
屋

の
路
上
で
自
己
の
下
半
身

を
露
出
し
た
も
の
。
目
撃

者
の
通
報
を
受
け
て
駆
け

つ
け
た
警
察
官
が
現
場
近

く
に
い
た
男
を
捕
ま
え

た
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
男
は

ズ
ボ
ン
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
を

下
げ
た
状
態
で
歩
い
て
い

た
と
い
う
。
調
べ
に
対

し
、
男
は
「
や
っ
て
い
な

い
」
と
容
疑
を
否
認
し
て

い
る
と
い
う
。

り
事
で
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２５
・
１
３
８
１

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
１８
日（
日
）は

『
父
の
日
』で
す
ね
。植
物

好
き
の
お
父
さ
ん
に
観
葉

植
物
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。み

ず
み
ず
し
く
生
命
力
溢
れ

る
植
物
は
、き
っ
と
お
父

さ
ん
に
と
っ
て
癒
し
と
な

る
は
ず
。鉢
カ
バ
ー
や
小

鉢
に
入
れ
て
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
す
ヨ
○

雨
が
似
合
う
色
と
り
ど
り

の
紫
陽
花
た
ち
。人
気
の

ア
ジ
サ
イ
ア
ナ
ベ
ル
や
ピ

ン
ク
の
ア
ナ
ベ
ル
も
今
な

ら
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ヨ

○
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
宝
塚

な
ど
夏
の
お
花
も
続
々
入

荷
中
で
す
。真
夏
も
よ
く

咲
く
ラ
ン
タ
ナ
や
日
々
草

な
ど
、た
く
さ
ん
入
荷
し

て
い
ま
す
。入
荷
の
ご
案

内
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
○
当

社
生
産
米
公
表
販
売
中
で

す
。キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
、に
こ
ま
る
。お
電
話

の
上
お
越
し
く
だ
さ
い

ね
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン
ナ

ー
セ
リ
ー
」木
津
☎
4６
・
８

０
０
１

　

▼
野
球
塾・
塾
生
募
集

＝
小
学
生
以
上
。未
経
験

者
大
歓
迎
。バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
・
守
備
練
習
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
野
球
の
基
礎
を
教

え
ま
す
。ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ワ
ン
の
ラ
イ
セ
ン
ス
上
級

認
定
者
、関
西
福
祉
大
野

球
部
員
、姫
路
獨
協
大
野

球
部
Ｏ
Ｂ
が
教
え
ま
す
。

無
料
体
験
実
施
中
。お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。「
赤
穂
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」鷏
和
☎
4５
・
０

０
６
４（
担
当
／
大
河
）

　

▼
お
田
植
祭
＝
６
月
１８

日（
日
）、関
西
電
力
赤
穂

発
電
所
東
の
神
田
で
午
前

１０
時
。小
雨
決
行
。早
乙
女

が
太
鼓
の
合
図
に
合
わ
せ

て
早
苗
を
植
え
て
い
き
ま

す
。観
覧
自
由
で
希
望
者

は
田
植
え
に
も
参
加
で
き

ま
す（
田
植
え
の
で
き
る

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
）。「
赤
穂
大
石
神
社
」☎

4２
・
２
０
５
４

　

▼
第
９
回
ハ
ー
モ
ニ
カ

コ
ン
サ
ー
ト
＝
市
内
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
同
好
会『
Ａ
Ｋ

Ｏ
ハ
ニ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
』

に
よ
る
演
奏
。
６
月
２５
日

（
日
）１３
時
半
～
。入
館
料

１
０
０
円（
小
中
学
生
５０

円
）。「
赤
穂
市
立
民
俗
資

料
館
」加
里
屋
☎
4２
・
１
３

６
１

　

▼
息
子
と
私
が
起
立
性

調
節
障
害
と
向
き
合
っ
た

日
々
＝
６
月
２4
日（
土
）１３

時
～
、塩
屋
公
民
館
。現
在

高
校
３
年
生
の
息
子
さ
ん

と
ご
家
族
が
起
立
性
調
節

障
害
を
乗
り
越
え
た
経
験

を
語
ら
れ
ま
す
。後
半
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、１５

時
以
降
に
相
談
会
あ
り
。

参
加
無
料
で
１０
名
程
度
。

要
事
前
申
し
込
み
。「
そ
よ

風
ひ
ろ
ば
」☎
０
９
０
・
３

７
２
４
・
１
８

２
９
（
あ
い
ざ

わ
）

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集・
時

給
Ｕ
Ｐ
＝
①
フ
ロ
ン
ト
／

時
間
要
相
談
。１
０
０
０

円
～
②
配
膳
・
接
客
／
６

時
半
～
１１
時
。１4
時
半
～

２２
時
。１
１
０
０
円
～
③

午
後
７
時
の
間
で
５
～
８

時
間
働
け
る
方
。
経
験
者

歓
迎
。
社
員
登
用
あ
り
。

仕
事
の
内
容
は
店
頭
に
て

給
油
、
ロ
ー
リ
ー
に
て
配

送
で
す
。
時
給
９
６
０
円

～
。「
㈲
小
林
石
油
」新
田

七
軒
家
☎
4２
・
０
３
２
１

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
客

室
清
掃
係
。
９
時
～
１５

 

赤
穂
民
報
川
柳
〔
第
１
１
１
回
〕
濱
邉
稲
佐
岳
・
選

　

【
雑
詠
】

◎
呼
ん
で
み
る
聞
え
な
い
け
ど
お
母
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
渕　

清
昭
（
東
有
年
）

　

【
評
】
誰
で
も
母
へ
の
慕
情
が
あ
る
。
作
者
は
そ
の

　
　
　
　

 

想
い
を
素
直
に
詠
ん
で
い
る
。
偶
に
は
「
お

　
　
　
　

 

父
さ
ん
」
と
呼
ん
で
欲
し
い
。

○
５
類
移
行
物
価
は
引
き
下
げ
な
い
の
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

豆
田
い
つ
子
（
松
原
町
）

○
空
青
く
つ
ば
め
が
え
し
や
親
子
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

髙
橋
智
恵
子
（
尾　

崎
）

○
厚
底
の
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
た
走
り
梅
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
田　

和
子
（
明
石
市
）
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